














豊 田 謙 二

これから始まる話は, 年からタイムスリップして約年前の中国黄河流域
でのことである｡ そうはいっても, 現代の時から過去へ, そして現代への往復運動で
はある｡ 時を遡りつつの往復は, 過去を現在の視線や感覚によって切り裂く怖れを避
けるためである｡ ここでは, 時の境界を越えつつ, その地の文化の境界を探り, また
その溶解にも立ち会う, という冒険の旅に出てみたいと思うのである｡
あらかじめ ｢境界｣ に関して, 多少具体的に指示しておいていいだろう｡ 境界は,
何かと何か, あるいは人と人とのあいだ, あるいは人とものとのあいだを示している｡
本稿のなかで扱う境界は, まず熊本県の菊池と中国山東省の曲阜である｡ 次いで, 孔







年 (明治年)町村合併のなかで誕生したその村に, ｢泗水｣ の漢字が充てられ





) 熊本県菊池郡泗水町 『泗水町史』 年, 頁




略―の合流する肥沃な土地だとして四川, 四水, 最後に泗水と命名｣ された｡)
泗水町は年を, ｢泗水誕生百周年記念｣ として ｢有明の里・孔子公園｣ を建













中国 ｢辛亥革命｣ (年) に身を挺し, 清朝政府に現在価値で千万円以上
の懸賞金が懸けられた, かの孫文 (	年) をかくまい, しかも中国革命運動
への支援活動を展開したのが滔天であった｡ 彼は年 (明治
年) に東京で孫文
に会い, その運動を理解したという｡ 蛇足ながら, その長男の宮崎龍介は, 炭鉱王伊
藤伝右衛門の妻柳原白蓮と逃避行, 結婚, 世紀の大恋愛を成就させた｡
)







浪したが適わず, 郷里に帰還した｡ 中国	千年の歴史でいうと, 夏の国の立証は困
難であるが, 有史としては殷, そして周の古代国家が立証されている｡ 周崩壊以降,
国は乱れ, 秦の統一に至るまで戦乱の約		年間, 戦禍は絶えることがなかった｡





) フリー百科事典 『ウィキぺディア』 




その ｢奴隷｣ なのだが, 日本の古代にも知られている｡ それは多くが戦争の捕虜や債
務奴隷のようである｡
武官村大墓では, ｢上層には東側に人の男性, 西側人の女性の遺骸｣, ｢墓室
の東西両側にはの首が埋められていた｣) という｡ それは殉葬者の ｢カタログ｣




です｡ おおぜいの羌人を生け捕りにできるかどうか, 事前に占っています｡｣ ｢祭祀を
重視した殷では禽獣を犠牲にささげると同時に, 人間を殺して犠牲に供し｣) たので
ある｡
奴隷として犠牲にされた羌人は, ｢遊牧のチベット系の種族｣) という｡ 羌人は人
間でありながら ｢奴隷｣ として生き, そして死す｡ 殷の次に国を治めたのは周である｡
周には奴隷制がなかったという｡ 殷は食べるものも労働力も他種族から奪いとること,
















秦の始皇帝による漢民族の始めての統一政権, その時までを ｢春秋戦国時代｣ と呼ぶ｡
その時代の大きな変化は, 鉄製農具の採用による農業生産力の飛躍的な上昇である｡
境界文化考 (豊田) ――




) 『中国五千年』 前掲書, 	頁
) 同上｡





てである｡ 私には, 戦乱の世における孔子の語りが, さてどんな内容であり, 何を意
図していたのか, とても興味深いのである｡ 日本列島で ｢くに｣ が誕生しつつも, だ
が文字は残されていない｡ 孔子の残した語りは 『論語』 として集大成されている｡
『論語』 の成立は, 孔子の死後のこと, 紀元後の早い時期と推定されている｡
孔子, その人となりについて, 彼の郷里, 曲阜のガイドは以下のように案内する｡
｢孔子は春秋時代末期の思想家であり, 政治家であり, 教育家でもあり, そし
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 
出所｢手絵 曲阜 景游｣ 光文化媒中心, 年
) 『中国五千年』 前掲書, 頁
) ｢手絵 曲阜 景游｣ 光文化媒中心, 年
孔廟 孔子の墓所｡ 現在から約年, 孔子の死去の翌年紀元前年に建
てられた｡ 当初は小さな墓所であったが, 現在は曲阜市街区面積の約
分のを占めるほどに拡張された｡







孔子が生まれた時には, 周はすでに滅び, 魯の国になっていた｡ 彼は若き日に故郷
を離れ諸国を旅した｡ 帰国したのは歳の頃, 紀元前年であったという｡ 彼は
世の乱れの元凶は権力者たる支配階級にある, と考えていた｡ だから, 支配階級が範
を示すことが課題だ, と考えたのであろうか｡ 諸国を訪ね自説を語り, その意を同じ
くする君子を探す旅を続けたが, その願いを果たせなかった｡






















であった｡ 孔丘は歳を超えた父, 歳代の母の間に生まれたが, 父










上記は司馬遷の 『史記』 によるが, 幼年の孔子は ｢俎豆｣ (祭具) を並べて墓式や
祭礼の遊びをしたという｡ その遊びは母の影響を暗示させる｡ 陳は孔子が ｢礼楽を業





域での農業地帯のあいだを放浪し, 語りながら, そして郷里, 曲阜に立ち帰った｡ 孔
子の発言記録, つまり 『論語』 の冒頭が気になる｡ もちろん孔子亡きあとの弟子たち
の所業なのだが, 孔子の言動を知りえた側近の感覚が重要と思うのである｡
｢学びて時にこれを習う, 亦た悦ばしからずや｡｣ (学而第一, 一))
著名すぎるほどの一節である｡ まず自己学習, そして教示を受ける｡ 考えることを
重視する孔子には当然の語りである｡ そこではっと思う｡ ここは紀元前の世界である｡
｢学ぶ｣, それは動物としての ｢ヒト｣ から ｢人間｣ への転身の階段なのだろうか｡ で




｢其れ恕か｡ 己の欲せざる所, 人に施すこと勿れ｣ (｢衛霊公第二四｣)
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) 加地伸行 『儒教とは何か』 中央公論社, 年, 	頁｡
) 佐久協 『論語』 
出版, 年, 		頁
) 『中国五千年』 前掲書, 頁
) 『中国五千年』 前掲書, 頁
) 『中国五千年の歴史』 前掲書, 頁
) 『論語』 (金谷治訳注)岩波書店年, 以下 『論語』 からの引用はすべてこの書に負う｡
前者は ｢道｣ について, 後者は ｢人生｣ を一言で, という問いに孔子が答えたもの
である｡ ｢恕

｣ とは, ①思いやること, ②ゆるすこと, とある｡) その態度は他者の
立場に立って, その行為を認めることであり, また, ｢私にして欲しくないことは,















仁に親しみ, 行ないて余力あれば, 則ち以て文を学ぶ｣ (｢学而第一｣ 六)
金谷治の訳によれば, ｢若者よ｡ うちでは孝行, そとでは悌順, 慎んで誠実｣ (一部
改訳)たれ, と言う｡ この ｢孝｣ は, 孔子の思想においてとても重要な意味を持つ｡
孝の語源によると, ｢年寄りをささえる子・親につくす｣) の意という｡ その意だけ










として合理化する｡ そのことは, 呪が ｢鬼｣ につかえ, その怒りを鎮めるのに対して,
孔子の儒は主体的自己として礼を執り行うのである｡ つまり, 伝承されてきた祭りご
とが人間の生活の一部として取り込まれ, 組織化されるのである｡ それは, 孔子にとっ
ては, 巫女たる母の遺徳を継承しつつ, それを超えることではなかったか｡












ここにいう ｢三年｣ とは, 親の喪に服している期間を指している｡ 孔子はその服喪
境界文化考 (豊田) ――
) 鎌田正・米山寅太郎 『漢語林』 大修館, 年, 頁
) 『漢語林』 前掲書, 頁
の行動を ｢孝｣ と呼ぶ｡ ｢喪｣ の慣習は当時すでにあった, というが, 孔子がそれを
｢孝｣ に取り込んだ｡ かれは, ｢喪｣ ではなく ｢死｣ を重視したからであろう｡ 父母の
死, 遊歩していた青年時代に出会った多くの死, 路上に朽ちた死, その経験のなかで
｢死ぬこと｣ の意味に気づいたのであろうか｡ 生きることの延長に, といっても単な
る時計的時間の延長ではない, 人間的生の完成として死がある, ということについて
の意味づけについてである｡ 他者の死が伝えるのは, 人の生物的な有限性としての死,
と同時に人間的な死の可能性についてである｡ ｢孝｣ について問われた孔子は, ｢敬せ
ずんば何を以て別

たん｣ (｢為政第二｣ 七) と応える｡ つまり, 形式化しがちの葬礼に
おいても, その人間的 ｢尊敬の念｣ の有無を問う, と諭したのである｡

孔子の同時代に老子がいた｡ 老子の風景には神秘が漂う｡ 老子に関して知りえてい
る情報はわずかである｡ 『史記』 によれば, 姓が李, 名が耳, 孔子よりもやや年長,
周の長安, その文書収蔵館の館長であったが, ある日, するりと関所から西へ立ち去っ
たという｡
『老子』 は章千文字の詩的な書であるが, いつ, 誰の手で記述されたか, そ

































えて損なうことはなく, 聖人の道は, 何かを為しても人と争うことはない｡｣) 天の
道は対世界, 聖人の道は対人, という, それぞれのあいだでのありかたを問うている｡
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) 神塚淑子 『老子－＜道＞への回帰－』 岩波書店, 年, 頁
) 『老子－＜道＞への回帰－』 前掲書, 第章, 頁
) 『老子－＜道＞への回帰－』 前掲書, 	頁















また, 『老子』 は尻取り形式で, 詩的に語る｡
原文をまず紹介しよう｡




り, 地は天に法り, 天は道に法り, 道は自然に法る｣)





























神塚によれば, 老子の言う ｢道｣ とは, ｢天地ができる前から存在し, 万物を生み
出すという大きな働きを行った何ものかに対して｣) 老子の命名した名前である｡ し
かも仮につけた名前である｡ 他の章では, 地上の権力たる ｢帝｣ よりも先にある, そ







) 『老子－＜道＞への回帰－』 前掲書, 第章, 頁
) 『老子－＜道＞への回帰－』 前掲書, 第章, 頁
) 『老子－＜道＞への回帰－』 前掲書, 第章, 頁








黄河の川幅は広い｡ 孔子は, 目線を落とし過ぎし往く流れを観ている｡ 往く川の流
れは人生に譬えられることが多い｡ 流れにある水はいつも替わっている｡ 同じである
ことはない｡ だから, 同じ水に出会えることはない｡ その独白は感傷的に伝わるが,
それは孔子の生涯の道行きに関わるのであろうか｡
ちなみに, 金谷は二つの異説を紹介している｡ 一つは ｢不遇な人生の詠嘆｣, いま



















詩的で楽しい｡ だが, その ｢水｣ をどう解するのか｡ 再び, 神塚の現代訳に拠ろう｡
｢最上の善とは, 水のようなものである｡ 水は万物に大きな利益をもたらして,
しかも争うことはせず, 多くの人々が嫌がる低い場所にいる｡ だから, 道のあ
り方に近いのだ｡｣)
私は, 水は ｢争わず｣ という表現に引き付けられる｡ 水自身が ｢意思｣ をもつかの




｢礼｣ の実践を通じての親と子という天地恵みの ｢おのずから｣ に力点を置き, 親と
子を基軸とする人間関係の築きを語る｡ その ｢自然｣ の基本は親と子との血縁関係で
ある｡
老子は ｢道｣ の理解を得るために ｢水｣ について語る｡ その意は第章に示され
ている｡
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) 『論語』 前掲書,
) 『老子－＜道＞への回帰－』 前掲書, 第章, 頁


















まさに, 水は固まったあいだに進入してそれを溶かす｡ だとすれば, 人は柔弱であ
れ, 水の如く低きあれ, その人間的ありかたが問われている｡




老子の立ち位置は全く異なる｡ 老子は ｢水｣ を ｢弱気もの｣ であるとともに ｢強気
もの｣ として掴んでいる｡ それは上記の文節で明らかである｡
上記の意は, 天下で水ほど柔らかで弱々しいものはない｡ しかし, 固くて強いもの
を攻めるには, 水にまさるものはない｡) 以下, 私なりの解釈だが, 老子の意に沿う
とすれば, ｢弱気もの｣ であれとの語りである｡ なぜ ｢弱気もの｣ なのか, 孔子は学
べというが, それは ｢強気｣ ものへの誘いではないのか｡ 大切なことは ｢脆弱さ｣ を
基にした語りである｡
水は低きにつく｡ また物を溶かす｡ 水の酸素原子はマイナス, 水素原子
















に, 鶴首して待ち望まれた語りの ｢子｣ であった｡ だがその語りの彼方には大いなる
境界文化考 (豊田) ――
) 『老子－＜道＞への回帰－』 前掲書, 第章, 頁
) 同上, 頁
) ｢孝経｣ (『論語』 前掲書), 	頁
境界が形成されていた｡ 秦が封建的国家として形成され, 有史での始めての統一国家
となる｡ ｢儒｣ はその統治の正当性の要として組み入れられる｡ 女真族の漢は, 漢民















その古代黄河流域において, 漢民族の酒文化が芽吹き開花する｡ ちなみに, 魯国の
酒が ｢魯酒｣ として知られていたと言う｡) 酒づくりがどこまで歴史を遡れるのであ
ろうか｡ 先に, ｢龍山遺跡｣ にふれたが, その先行文化は ｢大もん口遺跡｣, 発掘され







海 外 事 情 研 究 第巻第号――
) ｢中国の伝統的な酒文化｣ (小川喜八郎・中島勝美 『本格焼酎の来た道』 金羊社, 年, 頁
) 花井四郎 『黄土に生まれた酒』 東方書店, 年, 	頁
) 『黄土に生まれた酒』 前掲書, 
頁
けられる｡ 上記の引用は醸造酒に関するものである｡ 日本では醸造酒は清酒・ビール
であり, 蒸留酒は焼酎である｡ 中国では醸造酒は黄酒であり, 蒸留酒は白酒である｡
黄酒と白酒のそれぞれに異なる歩みを持つ｡
さて, まずは古代での醸造酒の話題からである｡ ｢穀物からの醸造｣, この指摘の意
味は重要である｡ 日本や東アジアには ｢口噛

酒｣ が伝えられてきた｡ だが, 古代中原
にはない｡ 古代では粟で酒を造るのだが, まず澱粉の糖化が必要｡ 口噛みによる酒づ
くりとは, 粟を口の中で噛む, その唾液アミラーゼで糖化が進む｡ 糖化すると天然の
微生物が飛び込み, アルコール発酵が始まる｡ その発酵過程に酒が生成する｡
だが漢民族では多くの酒が製造されてきた｡ 酒に醸すのにどうしたのか｡ 実は古代




興酒があるが, 南の紹興酒に対して, 北の ｢即墨

老酒｣ と称賛される銘酒のことであ





さて, 中国で現在最も愛飲されている酒と言えば, ｢白酒｣ である｡ その産地は黄








｣ (四川省) など著名な銘柄がその販売量の多くを占める｡ 白酒の醸造
場を訊ねると, 日本の蒸留酒の蔵とはまったく異なる情景が目に飛び込む｡ まず, 麹
を寝かす ｢室｣ あるいは ｢製麹｣ 機が見当たらない, 甕あるいはホーローでの沸々と
沸き立つ醸造過程がつかめない, さらに竹製あるいは鉄製の蒸留器が座っていない｡




発酵は ｢室｣ でも ｢タンク｣ でもない｡ 土中の穴蔵, 漢語で ｢窖

｣ と記すが, それ
がここでは, ｢貯蔵用の穴倉｣ (『中日・日中辞典』 三省堂) であり, 発酵槽である｡





















出会いの時, 別れの時, あるいは喜びの時, 悲しみの時, 人は挨拶を交わす｡ 人間
以外の動物は挨拶をするのだろうか｡ 人間が挨拶を大切にするのは時間への記憶と意
識をもつからだろう｡ たとえば, 今日会えたの何年振りなのか, この別れのあと再び
いつ会えるだろうか, という時間意識である｡ 葬礼は別れ逝く人との思い出とともに,
再び時を過ごすことのできない悲しみである｡ そんな時, 酒が求められた｡















あるが, 酒を飲むたびに乾杯の ｢礼｣ がある｡ 礼に
おいては, 私が飲みたい時に一人だけで飲む習慣は
ない｡ 必ず, 他者を誘って, ｢一緒に｣ 杯を空ける
のである｡ ｢杯を空ける｣ ということも, 日本では
理解しがたいが, 文字通り杯の空をお互いに見せあうのである｡
つまり, 中国の礼では, ｢乾杯｣ とは杯を空ける, つまり杯にある酒を一緒に飲み




まず, 招待者側での主宰者が最初の歓迎の挨拶を述べて, 酒, もちろん白酒をストレー
トで乾杯する｡ その後も, 食事の時を挟みながら, 招待者側が順に挨拶と乾杯を繰り
返した｡ 実は, その挨拶のすべてに, 以下の論語の一節が引かれた, というのは通訳
女史の驚きの言葉である｡






宴席の最後に, ｢日本人を誤解していた, 今日友だちになれた｣ と参加者すべてか
ら握手を求められた｡ アルコール度度の白酒を乾杯する楽しさよりも, その最後
の ｢友｣ になれた嬉しさに酔いが回ってしまった｡ 『論語』 は禁欲・禁酒ではない｡
乱れないほどにほどほどに, 酒をともに楽しむ, それを ｢飲酒道｣) とする｡ だが,
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